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1 実施概要

資料：「令和５年度 中学校英語スピーキングテスト（ESAT－J）実施要項」参照

（１）テストの概要
・目的

・対象（受験者数含）

・実施日時（前半組・後半組）

・実施会場（会場数）

・実施スケジュール（申し込みから結果発送まで）等の基本情報

（２）使用機器・解答音声の録音方法



ESAT-J Can-Do Statements 「英語を使ってできること」
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ESAT-J 
GRADE 得点域 トピック 行動 内容 表現の構成

A2 A2.1 Ａ 80〜100
身近な話題 意見交換ができる まとまりのある内容

を話す
自分の考えや理由、
具体例を話す

順序立てて分かり
やすく伝えることが
できる

A1

A1.3 Ｂ 65〜79
相手や自分のこと 質問したり、質問に

答えたりすることが
できる

自分の考えと理由
を具体的に話す

文を組み立てなが
ら、複数の文を使っ
て話す

A1.2 Ｃ 50〜64
自分のこと 話しかけたり、質問

に答えたりすること
ができる

自分の考えと理由
を話す

文を組み立てなが
ら話す

A1.1 Ｄ 35〜49 自分のこと 質問に答える 自分の考えを話す 定型表現や簡単
な語句を用いる

Pre-
A1 Ｅ 1〜34 自分のこと 質問に答える 自分のことを話す 定型表現や基本

的な単語を用いる
Ｆ 0 話そうとしていても伝わらないことが多い

２ 評価方法



３ 都立高校入試における点数換算の方法

「令和4年度 中学校3年生対象 中学校英語スピーキングテスト（ESAT－J）のお知らせ～都立高校入試への活用について～」（令和4年7月）



４ 都立高校入試におけるESAT-J不受験者の取扱い

「令和4年度 中学校3年生対象 中学校英語スピーキングテスト（ESAT－J）のお知らせ～都立高校入試への活用について～」（令和4年7月）



５ ＥＳＡＴ－Ｊを実施した上での評価
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【小学校】
・自分のことについて、
定型表現を使って話
したり、質問に答えた
りすることができる

【中学校】
・日常的な話題について、
自分の考えとそう考える
理由を、文を組み立てな
がら複数の文で話すこと
ができる

【高等学校】
・社会的な話題について、相手と
意見交換ができる
・まとまりのある内容、自分の考え、
理由を具体例を踏まえ、
順序立てて話すことができる

ESAT-J

義務教育の
卒業段階での
力を客観的に

測定
↓

個に応じた指導小
中
連
携

【大学】
【キャリア】

生涯に渡り
学び続ける

資
格
・
検
定
試
験
等

到達度を知り、その後の目標を設定するとともに学び続ける意欲を向上させる

小・中・高等学校で「使える英語力」を習得
即興性、会話の継続、論理性、一貫性
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ESAT-J 
GRADE

A2
（準2級）

A1
（3級）

B1
（2級）

CEFR

B2
（準1級）

A1.3
A1.2
A1.1

A2.1

B1.1

A2.2

B1.2

Pre-A1

B2.1

B2.2

“Hello, everyone. I’m
Kana. Nice to meet you.
Do you like sushi?”

“Hello, everyone. I’m Kana. I’ve
lived in Tokyo for 5 years. It’s a 
pleasure to meet you. My 
favorite food is sushi.  I want to 
know what kind of food you like.”

“Hello, everyone. I’m Kana. I’d like to 
talk about the sustainable supply of 
tuna.  Sushi is more and more popular 
these days. It is said that the population 
of tuna is getting smaller because of 
excessive catching. I think it is necessary to 
solve this problem so that we can continue 
enjoying sushi.“

コミュニケーションの基礎 簡単な情報や考えなどを表現 情報や考えなどを的確に表現

A2レベルの割合 80％

A1レベルの割合 80％

都の
目標
都の
目標

都の
目標
都の
目標

６ 中学校と高校における英語指導の充実及び円滑な接続




